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みつはしさゆり

• 元国土交通省勤務 技官（土木）

• 川の仕事を中心に

• 2007年ダムカード企画 それ以来ダムの企画（イベン

ト、出版物、グッズ制作など）にかかわる

• 2017年 利根川上流河川事務所長

• 2020年気象予報士

• 2021年応用地形マスターⅡ級

• 2022年水管理・国土保全局水資源部長にて早期退職



これまでやってきたこと
• ダムカード企画

• ダムグッズ企画に参画（ダムカレーガチャ等）

• ダム関連書籍の企画に参画（ダム大百科等）

• ダム広報サイト制作（ダムコレクション）

• 官民連携企画（武州・入間川プロジェクト、国内初の河川敷公園ネーミ

ングライツ等）

• インフラのブランディング（渡良瀬遊水地）

• 講演、執筆、テレビ出演（タモリ倶楽部等）

• その他いろいろお手伝い



ダムカードとは



ダム管理者が発行するカード型パンフレット

2007年7月「森と湖に親しむ旬間」から配布開始

1人1枚

当初は国交省と水資源機構の111ダム

統一様式

ダムカードとは

ダムに行かないともらえない
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ダムに行かないと
もらえないカードが
あったらいいな 構想決定

様式決定作成決定

ダムカード誕生経緯



マニアックさを反映（記号など）

子ども向けにしない

ダムファンの意見を反映

写真は全面サイズに

ゲートなど設備の情報も

角の丸みは統一

地域振興の視点「ランダム情報」

「こだわり技術」へのこだわり

積極的な広報はしない

コンテンツの工夫



手作り初稿



デザイン5案





ダムカード配布のルール

ダム現地で配布

粛々と、真面目に作って配布する

更新は、極力行わない

むやみにプレミア性を演出しない



ダムカードの広がり（１）

当初はマニアを中心に浸透

※データ等の根拠はありません、三橋の感覚です

ヤフオクにも出始める

→国交省の作ったモノが売れるという
ある意味快挙

→需要はあると確信



ダムカード大全集（2012）

宮島咲（著）

スモール出版

ダムカードの広がり（２）



ダムカード枚数 8122024年5月



Play Fujiwara 藤原移住支援プロジェクトFacebookより

あの顔ハメはここから始まった



地域振興の新たなツール

ダムに関心がなかった人がダムを訪れるきっ
かけとなった

ある意味「お役所らしくなさ」

→仕分けも無事にくぐり抜け

ダムファンとダム管理職員の接点となった

→ダムファンがさらに知識を深める
→現場職員のサービス魂に火が付いた

■広めたのはダムファン、ダムを訪れてくれた皆様

■ニーズに乗った新たな展開とビジネスへ

ダムカードの効果



出版物など
◆ダムカード大全集
宮島咲／スモール出版

◆写真集

◆ダムグッズ

◆ダム大百科
萩原雅紀監修／実業之日本社



ダムガチャ（タカラトミーアーツ）



未満

ターゲットは？

ダムマニア



すごい見学会



すごい点検放流



すごい見学会



ダムファン個人サイト
◆DamMaps 高根たかね@ダム日和

◆DAMPEDIA 神馬シン

◆ダムマニア 宮島咲



ダムファンによるイベント

◆日本ダムアワード
1年間のダムの活躍を振り返り、選考委員によるノミネートと観客
による投票で、その年もっとも印象に残る働きをしたダムを選出し、
その功績を讃えようというイベント

◆ダムナイト
ダムファンによるトークイベント

◆ダムマニア展



世の中それほど否定的ではない

今や人を惹きつけるコンテンツ

マニアではなく「未満」をねらえ



ニーズのないところには育たない

こちらの言いたいことを押しつけない



タダでばらまく→広報の効果？

対価を払っても手に入れたいものを提供

→効果大



実業之日本社より
9月30日発行

安積疏水（福島県）

両総用水（千葉県）

深良用水（神奈川県・静岡県）

うそぶき放水路（山梨県）

愛知用水（長野県・岐阜県・愛知県）

吉野川分水（奈良県・和歌山県）

愛媛分水・香川用水（四国四県）

福岡導水（福岡県・佐賀県）

通潤用水（熊本県）

宮古用水（沖縄県）




